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富 山 医薬大医誌 1 巻 1 号 1987年
第 5 回 富 山 医科薬科大学医 学会学術集会抄録
日 時 昭和59年 1 2 月 1 日 （土） 午后 1 時30分 ～ 5 時30分
場 所 富 山 医科薬科大学 臨床講義室 1
（ 第 1 回 富 山 医科薬科大学医学会総会 に 併催 ）
1 . 特 別 講 演
司 会 富 山 医科薬科大学医学会 々 長 佐々 木 博 教 授
「 日 本 の 風土病 、 世界
の 風土病 」
佐 々 苧 学 長
2 . シ ン ポ ジ ウ ム
「 高 血圧 の病 態 に 関 す る 基礎 と 臨床」
口 会
富 山 医科薬科大学附属病 院長 熊 谷 朗 副学長
同 医学部病理学講座 小 泉 富 美朝 教 授
( 1 )  高血圧 自 然発症 ラ ッ ト 動脈壁 の超微形態 的免疫電顕的検索
解剖学講座 2 木 村 通 郎 助教授
(2) 腎性高血圧 、 と く に 偏 腎性高血圧症 の組織像 に つ い て
(3) 高血圧 の疫学 と そ の遺伝生化学的指標
(4) 高血圧症 に お け る vasoactive substance 
(5） 腎 臓 と 高 血 圧
( 6) 動脈硬化性疾 患 患 者 に お け る 高 血圧症
36 -
病理学講座 2 若 木 邦 彦 助 教授
保健 医学講座 鏡 森 定 信 助教授
泌 尿器科学講座 中 田 瑛 浩 助教授
内 科学講座 2 高 田 正 信 講 師
外科学講座 1 上 山 武 史 助 教授
富 山 医薬大医誌 1 巻 1 号 1987年
1 . 特 別 講 演
日 本の風土病、 世界の風土病
佐 々
私は 1940年 に 東京大学伝染病研究所 （ 現在 の 医科
研 ） に 入 り 当 初 は 抗生物質の研究 に 従事 し た が， 間
も な く 第 2 次大戦 と な り ， 南方へ軍医 と し て 赴 き ，
英軍のマ ラ リ ア媒介蚊対策 な ど を 学ぶ こ と がで き た 。
終戦後復学 し て ， 日 本脳 炎 を 手初 め に ， フ ィ ラ リ ア
症， ツ ツ ガム シ 病， 日 本住血吸虫病 な ど の 国 内風土
病 の研究に 専 念す る と と も に ， そ の 後， 外 国 と の交
流が盛ん に な る に し た がい， 東南ア ジ ア は じ め世界
各国の風土病， 熱帯病 の研究 と そ の対策の 開 発に 手
を ひ ろ げて い っ た 。
現在の わ が国は世 界で も 指折 り の経済大 国 に 発展
し ， 私共がか つ て 苦斗 し た 病 原生物に よ る 病害は ほ
と ん ど み る こ と がで き な く な っ た 。 し か し な お 国 内
に お い て も ， い わ ゆ る 「新型つつがむ し病」 な ど の
新 し い病態の究明や新建材 に 巣喰 う ダニ類 な ど の 対
策等， 問題が な く な っ た わ け では な い 。 加 え て ， 私
共は従来 あ ま り 知 ら れ て い な か っ た 或種の小生物が，
環境汚染の進行 を 抑 止す る 自 然界浄化の働 き を 果 た
し つ つ あ る こ と を み 出 し て お り ， 今 後病害生物学
（ 寄生虫学あ る い は 医動物学 ） の規範 を 脱 し て ， よ
り 大 き く 飛躍 し ， 環境生物学の開発へ と 進展 し よ う
と し て い る 現状 に あ る 。
さ ら に世界各方面の開発途上国 に 眼 を む け る と き ，
こ れ ら 諸 国 に お け る 寄生 虫 等 の病害は な お 絶大で‘，
その対策 と 住民福祉への貢献は 先進国 を 自 負 す る 日
本 国 医師 の責務 で も あ る と 考 え る 。 か よ う な 観点に
立 っ て ， 私の こ れ ま での研究の領域 を 例 に と り ， さ
ら に 進 ん てい世界 の 医学への 発展 を 志す若い皆 さ ん へ
の提言 を 述べ た い 。
I . 日 本の代表的 な 風土病
1 . マ ラ リ ア
a. 三 日 熱マ ラ リ ア ： お こ り と よ ばれ全国 に 発
生 し て い た 。




DDT 残留噴霧法に よ り 根絶 し た 。
2 . フ ィ ラ リ ア病
a.  パ ン ク ロ フ ト 糸状虫病 ： 青森か ら 沖縄 ま で
分布 し て い たが， 集団検血 と 保虫者の DEC
投与に よ り 根絶 し た 。
b. マ レ イ 糸状虫病 ： 八丈小島 に 発見 さ れ た ト
ウ ゴウ ヤ ブ カ の媒介に よ る 新疫学。
3 . 日 本住血吸虫病 ： 山梨， 広 島 （ 片 山 ） ， 北九州
等に 流行地があ っ た 。 環境改善， 殺 貝 剤 な ど
に よ り は ほ、市色j威 し た 。
4 . つつがむ し 病
a .  ア カ ツ ツ ヵーム シ 型 ： 新潟， 山 形， 秋 田 の 河
川 敷 に 発生 し ， 発病季節 は 夏 で致命率が高
し 、 。
b. タ テ ツ ツ カ、、ム シ 型 ： 御殿場， 伊立諸 島， 指
宿 な ど に 発生 し ， 発病季節 は 晩秋で致命率
は ゼ ロ であ る 。
c. フ ト ゲ ツ ツ ガム シ 型 ： 全国 の 山 林， 草地 な
ど に 散 発 し ， 発生季節 は 秋 な い し 春 であ る 。
d. ト サ ツ ツ ツ カ、、ム シ 型 ： 四 国 の海岸 に 夏 に 発
生 し ， 致命率は 高 い 。
II . 世界の代表 的 な 風土病
1 . 住血吸虫病
a. 日 本住 血吸虫病 ： 日 本， 中 国， フ ィ リ ピ ン
等
b. マ ン ソ ン 住血吸虫病 ： 熱帯ア フ リ カ ， 中 南
米 等
c .  ビ ルハ ル ツ 住血吸虫病 ： ア フ リ カ
Praziquantel に よ る 治療が有効 であ る 。
2 . フ ィ ラ リ ア病 （ 蚊が媒介 ）




夜 間 弱 周 期 型 ： タ イ 国， ア ン ダマ ン 諸 島 等
b .  マ レ イ 糸 状 虫病 （ 蚊が媒介 ）
夜 間 強 周 期 型 ： ヌ マ カ ， ハ マ ダ ラ カ 型一東
南 ア ジ ア
ト ウ ゴウ ヤ ブ カ 型一 八 丈 島，
済州 島， 中 国海岸等
夜 間 弱 周 期 型 ： 東南 ア ジ ア
c. オ ン コ セ ル カ 病 （ ブユが媒介） ： ア フ リ カ 型
中 南米 型
d .  ロ ア病 （ ア ブが媒介 ） ： ア フ リ カ 等
3 .  ト リ パ ノ ソ ー マ病
a. ア フ リ カ ン ト リ ノ f ノ ソ ー マ病 （ ツ ェ ツ ェ パ
エが媒介 ） ： 致命率高 〈 家畜 も た お れ る 。
b. シ ャ ガス 病 （ サ シ カツ が媒介） ： 中 南米
4 . リ ー シ ュ マ ニ ア 病 （ サ シ チ ョ ウ パエが媒介 ）
内臓型 （ カ ラ アザー ル ）
皮 膚 型
皮膚粘膜型
2 . シ ン ポ ジ ウ ム
5 . マ ラ リ ア
a. 熱帯熱マ ラ リ ア
b. 三 日 熱， そ の他のマ ラ リ ア
媒介蚊の相違に よ る 異な っ た疫学型の存
在
安定 し た 流行地 と 不安定 な 流行地
地勢 と の関係 （ 山 間， 海岸， 水 田 ， そ
の他）
マ ラ リ ア 駆除対策 と そ の 問題点
殺虫剤， 治療剤， 運搬車輔， 診断器具
等
媒介蚊， そ の他の害虫 の殺虫 剤抵抗性
マ ラ リ ア 原 虫 の薬剤耐性
III . こ れか ら の対策
日 本か ら の 資 金， 技術協 力
日 米医学協 力 計画 な ど の 国際交流
WHO 熱帯病特別 計画 （ TDR )
高 血圧 の病態 に 関 す る 基礎 と 臨床
司 会 の と ば
熊 谷 朗 ， 小 泉 富 美朝
高血圧 は 脳 出 血 の重要 な 危 険 因 子 で あ る ばか り で
な く ， 動脈硬化 の 危 険 因子 と し て 重視 さ れて い る 。
本 シ ン ポ ジ ウ ム は 高血圧の病態 を 中 心 と し て ， そ れ
ぞれ専 門 の分野の研究者 の お 話 を 聞 き ， 相互理解 を
深め る た め企画 さ れ た も の であ る 。 1 ） は 自 然発症
高 血圧 ラ ッ ト （SHR） 動脈壁の超微形態 を 中心 と し
て ， 2 ） は ヒ ト 腎性高血圧の 腎組織病変に つ い て ，
3 ） は 高血圧の疫学的マー カ ー と し て カ リ ク レ イ ン
を 用 い て の研究， 4 ） は SHR の 昇圧 に 先だ っ て 認
め ら れ る 血管結合織蛋 白 ， 5 ） 腎 に お け る レ ニ ン ・
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ア ン ギ オ テ ン シ ン 系調節 と 高血圧， 内 因性 Na 利尿
め ら れ る 血管結合繊蛋 白 ， 5 ） 腎 に お け る レ ニ ン ・
ア ン ギ オ テ ン シ ン 系調節 と 高 血圧， 内 因性 Na 手lj尿
ホ ル モ ン と し て ジ ギ タ リ ス様物質， 心房性 Na 利尿
性ペプチ ド の話， 6 ） は動脈硬化の 外科療法に ま つ
わ る 高血圧 と の か か わ り あ い な ど， 広範囲 に わ た る
話題 と な る が， こ の さ い 高血圧の病態の理解 を 深め
る た め， 各専 門 家の討論の場 と 意見の交換は き わ め
て 有意義の事 と 考 え る の で， 一般の御参加 も 期待 し
て い る 。
( 1 )  高血圧 自 然発症 ラ ッ ト 動脈壁の超微形態 的免疫電顕的検索
解剖学講座 2
高 血 圧 症 の 多 元 的 発 生 因 子 の 一 つ に 血管性因子
が知 ら れ て い る が， 今 回 ， 高 血 圧 自 然 発症 ラ ッ ト
(SHR 岡 本 青木） ( t '  16週令， 体重235 ～ 256 g ' 
収縮期 尾動脈圧 1 18～ 138mmほ ） を 用 い ， そ れ ら の動
脈壁 （ 大動脈弓， 胸大動脈， 腎動脈， 腸 間 膜動脈）
での 超微形態 的免疫電顕的 な検索 を 行 っ た 。 超微形
態的には， そ れ ら の内皮細胞に 多数の Weibel-Palade
(wp ） 頼粒が検出 さ れ た 。 ま た ， 内 弾性板 よ り 内側
の血管内皮細胞層 に 平滑筋細胞 の 混在 を 認め た 。 中
膜 は 大型 の平滑筋細胞に よ っ て 構成 さ れ， そ れ ら の
木 村 通 郎
細胞聞に 多数の躍 原線維がみ ら れ た 。 走査電顕像 で
は ， 内 皮細胞表面に 多数の micro villi が観察 き れ，
と こ ろ ど こ ろ 線維様構造物に 包 ま れ た 赤血球の集塊
がみ ら れ た 。 こ れ ら の所見は ， 実験的 コ レ ス テ ロ ー
ル投与動脈硬化症 惹起動物の動脈壁早期変化像の報
告 に 類似 し た 。 wp 頼粒は 第 8 因子 と の 関連が示唆
さ れて お り ， そ れ ら の標 識抗体 を 用 い， 第 8 因子局
在 と 内皮細胞表面への 血小板沈着 な ど に つ い て 免疫
電顕的に 検討す る 。
(2) 腎性高 血圧， と く に偏腎性高血圧症の組織像 に つ い て
病理学講座 2
血清 中 の レ ニ ン 活性お よ びア ル ド ス テ ロ ン 値が高
い 二次性高血圧症の う ち ， 当 院泌尿器科 で治療 さ れ
た 腎性高血圧症 6 例 に つ い て 述べ る 。 い ず れ の症例
も ， 血清 中 の レ ニ ン 活f生， ア ン ギ オ テ ン シ ン I , II , 
お よ びア ル ド ス テ ロ ン 値が高値 を 示 し て お り ， 偏 則
性の も の は 術後 い ず れ も 低値 と な り ， 血圧 も 正常化
し て い る 。 そ の 内 訳は 腎血管性高血圧症 4 例 （ 偏 側
性 3 例 、 両側性 1 例 ） ， 偏腎性萎縮腎に よ る 高血圧症
(3) 高血圧の疫学 と そ の遺伝生化学的指標
保健医学講座
疫学に た ず さ わ る 者 と し て ， 高血圧がい つ ご ろ ど
の よ う に 発症 し て く る か， そ の 発症 に 関連す る 要 因
に は ど の よ う な も のがあ る か を 追及 し ， さ ら に そ れ
ら の要 因 が高血圧 の 発症に 寄与す る 程度 を ， 実際の
ヒ ト 集団 に お い て 明 か に す る こ と に 興味 を 持 っ て い
る 。 し た が っ て 私達 は 小 児 を 研究対象の 中 心に す え ，
若 木 邦 彦
1 例， 硬化性 腎 炎 に よ る 両 腎性高血圧症 l 例 であ る 。
組織学的に， 腎 血管性高血圧症例 では芽糸球体装
置 (JGA ） の 肥大増生が高度 ～ 軽度 な も の がみ ら れ，
髄質の間質細胞の増生 を 伴 っ て い た 。 と く に 偏腎性
萎縮腎の 1 例 では， JGA の 著 明 な 肥 大 増 生 が 目 立
っ た 。 以上， 代表的な症例 を 呈示 し ， 組織像 と 高血
圧 と の関連に つ い て 言 及 し た い 。
鏡 森 定 信
そ の 同胞， 両 親， 祖父母な どの家族 を も ふ く め た 疫
学的研究 を 実施 し て い る 。
今 回 は ， こ れ ら の研究の う ち ， 双生児法に よ る 腎
カ リ ク レ イ ン 分泌や， 親子相関分析に よ る 赤血球の
陽 イ オ ン 移送の動態 な ど と い っ た 遺伝的要因 を 中 心
に 報告す る 。
nHJu qd 
{4) 高血圧症 に お け る vasoactive substance 
泌尿器科学講座 中 田 瑛 浩
1 ） レ ニ ン ： SHR, SHRSP の レ ニ ン は 上昇 し て お
ら ず 高血圧の病 因 と は な ら な い 。 ヒ ト で も 同様 で、あ
る 。 2 ） カ リ ク レ イ ン ： SHR の 血柴 プ レ カ リ ク レ
イ ン は， 正常動物 と 同 レ ベ ル で あ り ， 高 血圧 と は 関
係 が な い 。 ヒ ト の 血柴 プ レ カ リ ク レ イ ン ， 尿 カ リ ク
レ イ ン も 同 様 で あ る 。 3 ） カ テ コ ラ ミ ン ： SH R の
副 腎 カ テ コ ラ ミ ン は 昇圧 に 重要 で、は な い 。 し か し 中
枢の ノ ルエ ビ ネ プ リ ン は 昇圧 に 関与す る 可能性 が あ
る 。 ヒ ト の 副 腎 カ テ コ ラ ミ ン は ， 正常腎機能者 では





腎 臓 は 血 圧 の 調 節 に 中 心 的役割 を 果 た し て い る 。
具体 的 に は Na， 水 の 増 減， あ る い は remn-ang10-
ten sin 系等 を 介 し た 血管収縮 に よ り 血圧調節 に 関与
し て い る 。 今 回 ， こ れ ら の っ ち 腎 血管性高血圧 の 診
断 お よ び本態性高血圧 に お け る Na 排植 を 中 心 に 報
告す る 。
1 ） 腎血管性高血圧 に つ い て ： 17例 の 腎 血管性高
血圧 を 対象 と し て angiotensin I 変換酵素 阻害薬投
与 後 の 分 腎 レ ニ ン 比 の 意義 と ， angiotensin II 桔抗
(6) 動脈硬化性疾患患者 に お け る 高血圧症
外科学講座 1
高血圧 と 動脈硬化 は 本来， 異 な る 疾患 であ る が，
高 血 圧 は動脈硬化 を 発生， 促進す る 。 一方， 動脈硬
化 は 末梢血管抵抗 の増大， 左室肥大 を 生 じ ， 高 血圧
を 進行 さ せ る な ど， 両 者 間 に は密接 な 関係 が存在す
る 。 我 々 は 心臓， 大動脈， 腎動脈， 四肢 末梢動脈等
響 を 与 え る 。 4 ） 血管蛋 白 ： SHR の 昇 圧 に ， 小動
脈 の コ ラ ー ゲ ン ， 非 コ ラ ー ゲ ン 蛋 白 の代謝充進が昇
圧 の 原 因 と な る 。 こ れ は 神 経 に 支 配 さ れ る 。 ヒ ト で
は 腎動 脈の コ ラ ー ゲ ン ， 非 コ ラ ー ゲ ン の 増 量が高血
圧 者 で増 量 し て い る 。
結語 ： 血管結合繊蛋 白 の代謝充進が， ヒ ト で も 動
物 で も 最 も 高 血圧 の 病 因 と な っ て い る と 推測 さ れ る 。
こ れ は 交感神経 の 支 配 を 受 け ， 昇圧時期 に そ の代謝
充進が著 し い 。
高 田 正
薬 の 診断的価値に つ い て 述べ る 。
2 ） 本態性高血圧 に お け る N a 利尿 に つ い て ： 本
態性高血圧患者に お い て 生理食塩水 を 負 荷 し た 際 、
正常血圧者 よ り 迅速 か つ 大 な る Na 利尿が起 こ る 。
こ の “過剰 N a 利 尿 ” に つ い て の我 々 の成績 を 報告
す る 。
ま た 最近 N a 手Jj 尿 ホ ル モ ン と し て 内 因 性 ジ ギ タ リ
ス 様物質， お よ び心房性 Na 利尿ペプチ ド の 存在が
脚光 を 浴 て お り ， こ れ ら に つ い て も 論 じ た い 。
上 山 武 史
に お け る 動脈硬化症病変 に 対 し 種々 の 外科治療 を 行
っ て い る が， こ れ ら の 患者 に お け る 最 も 重要 な 合併
症 で あ る 高血圧症 と の 関係 を 検討 す る 。 解離性大動
脈溜 の 発症， 腹部大動脈溜 の 増大 に は 高 血圧 が深 い
関連 を 示 し た 。
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